
 

                                            

 

 

  

 スポーツの秋、芸術の秋、読書の秋、食欲の秋…。秋を楽しむ季節となりました。三中生も、

秋を楽しみながら活躍してくれています。 

 今年度から出雲市中学校総合体育大会いわゆる市総体がなくなり、島根県中学校総合体育大

会出雲ブロック大会となりました。令和８年度からは、雲南市・奥出雲町・飯南町の中学校も含

めた出雲ブロック大会となっていきます。中学校体育連盟主催の大会も大きな変革期を迎えて

います。そして、例年なら１０月初旬に１・２年生の新チームによる市新人戦が行われていまし

たが、今年度から出雲市新人総体いわゆる市新人戦はなくなり、出雲地区大会もなくなりました。 

 そんな中、１・２年生主体の新チームは、各種目の連盟や協会が主催する大会に参加して、実

力をつけてきています。最近行われた大会では、イナダ杯出雲市新人バレー大会で女子バレー部

が優勝、男子バレー部が３位。出雲地区中学校ソフトテニス選手権大会で女子団体優勝、男子団

体ベスト８。出雲部中学校秋季野球大会で準優勝。県立体育館体操大会出雲ブロック選手選考会

で５名が本大会への出場権獲得。このように今後が楽しみになるような結果を残してくれてい

ます。 

 ３年生も部活動でも活躍しています。東京で開催された全国選抜リレー大会に３年生女子が

県代表として出場しました。出雲市長杯駅伝では、１～３年で編成した男子２チームが出場し４

位と９位という結果でした。今月末の島根県中学校駅伝競走大会が楽しみです。 

 文化部門でも活躍しています。美術部では、愛鳥週間用ポスター図案コンクールで奨励賞を受

賞したり、四絡地区同和教育研究指定事業でキャラクターデザインが採用されたりしています。

隣保館まつり人権標語コンクールでは、２名の生徒が入賞しました。 

 合唱部は、８月の県大会を突破し、９月２４日山口県岩国市で 

開催された中国合唱コンクール混声合唱の部に出場し、銀賞を獲 

得しました。吹奏楽部は１０月２１日愛知県名古屋市で開催され 

る全日本吹奏楽コンクールに出場します。９月３０日に開催しま 

した出雲一中・大社中・出雲北陵高校と本校による４校合同の全 

日本吹奏楽コンクール出場記念演奏会には、出雲市民会館で立ち 

見が出るほどのお客様にお出でいただき、全国大会へ向けての激 

励をしていただきました。 

 １０月にコミセンを会場に開催される秋祭りには、多くの三中 

生がボランティアとして参加します。さまざまな場で熱心に活動 

してくれており、頼もしく感じています。 
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 １０月９日、吹奏楽部・合唱部による第４７回オータムコンサートを出雲市民会館で開催しま

した。多くの保護者の皆様、地域の皆様、卒業生の皆さんにお出かけいただき素晴らしい演奏会

になりました。 

 吹奏楽部・合唱部のそれぞれの部長があいさつの中で、 

「１年生の頃は、コロナ禍で思うように部活動ができず 

悔しい思いをしてきましたが、今年は制限もほとんどな 

くなり、部活動にも精一杯取り組めるようになり、目標 

としていた大会への出場もかないました」と話してくれ 

ました。この３年間、現在の中学生だけでなく卒業生も 

感染症によって学校での活動に多くの制限がかかり、悔 

しい思いをしてきました。今回の２人の部長のあいさつ 

を聞いて、大人が思う以上に生徒たちは傷つき苦しんで 

きたのだなとあらためて思いました。当たり前だと思っ 

ていたことが当たり前ではなく、さまざまな活動に打ち 

込めることの喜びと感謝を口にしてくれた２人に感動し 

ました。また、卒業生が合唱部とともに「未来へ」をス 

テージで歌ってくれ、後輩へのエールと思いをつないで 

いくことの大切さを伝えてくれたことにも大きく心を揺 

さぶられました。 

 １１月２日には、和実祭（文化部門）を開催します。 

各クラスの合唱でも生徒たちの熱い思いを伝えてくれる 

であろうと期待しています。 

 


